
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

テ
レ
ワ
ー
ク

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー

ク
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
で
あ
り
、
本
来
の
テ

レ
ワ
ー
ク
と
は
、
目
的
も
実
施
形
態
も

大
き
く
異
な
る
も
の
で
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
急
遽
テ
レ

ワ
ー
ク
を
始
め
た
企
業
で
は
、
テ
レ
ワ

ー
ク
用
の
通
信
機
器
を
確
保
で
き
な

い
、
社
内
や
従
業
員
の
自
宅
の
通
信
環

境
が
整
っ
て
い
な
い
な
ど
、
テ
レ
ワ
ー

ク
環
境
が
ま
っ
た
く
整
備
さ
れ
て
い
な

い
な
か
で
在
宅
勤
務
を
行
な
わ
せ
ざ
る

を
得
ず
、
そ
の
負
担
は
か
な
り
大
き
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

東
京
商
工
会
議
所
が
２
０
２
０
年
６

月
に
公
表
し
た
「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施

状
況
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
課
題
（
複
数
回

答
）
と
し
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
整
備
」「
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ホ
等
機
器
の

確
保
」「
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
挙
げ
る
企
業
の
割
合
が
５
割
を

超
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
「
働
き
方
改
革
が

進
ん
だ
」
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
も

５
割
を
超
え
て
お
り
、「
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
見
直
し
が
で
き
た
」「
定
型
的
業

務
の
生
産
性
が
上
が
っ
た
」
な
ど
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
実
施
効
果
を
感
じ
た
企
業

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
働
く
人
の
意

識
に
も
変
化
が
生
じ
ま
し
た
。
日
本
生

産
性
本
部
の
「
働
く
人
の
意
識
調
査
」

に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
５
月
の
調
査

で
は
、
自
宅
で
の
勤
務
に
つ
い
て
業
務

の
効
率
が
「
下
が
っ
た
」「
や
や
下
が

っ
た
」
と
感
じ
る
人
の
割
合
が
６
割
を

超
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
２
０
２

３
年
７
月
に
行
な
わ
れ
た
直
近
の
調
査

で
は
、「
効
率
が
上
が
っ
た
」「
や
や
上

が
っ
た
」
と
回
答
す
る
人
の
割
合
が
７

割
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
今
後
に
お
い
て
も
テ
レ
ワ

ー
ク
を
行
な
い
た
い
」
と
思
う
人
の
割

合
も
徐
々
に
増
加
し
、
直
近
の
調
査
で

は
86
・
４
％
と
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
な
い
た
い

と
い
う
人
が
増
え
続
け
る
な
か
、
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
こ
と
し
４
月
に
公
表

し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
﹃
５
類
﹄
移
行
時

の
働
き
方
の
変
化
に
関
す
る
実
態
調

査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、「
新
型
コ
ロ

ナ
前
と
異
な
る
」
と
回
答
し
た
企
業
の

割
合
は
38
・
０
％
、「
新
型
コ
ロ
ナ
前

と
同
じ
状
態
」
と
回
答
し
た
企
業
の
割

合
は
39
・
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

に
向
け
た
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
方

針
は
、
二
極
化
し
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
に
伴
う

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

テ
レ
ワ
ー
ク
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
働
き
方
改
革
の
進
展
や
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
見
直
し
に
よ
る
労
働
生
産
性
の

向
上
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
確
立
、
オ
フ
ィ

ス
賃
料
や
通
勤
・
出
張
・
転
勤
に
か
か

る
コ
ス
ト
の
削
減
、
通
勤
が
困
難
な
遠

隔
地
在
住
者
や
障
害
者
の
雇
用
、
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
促
進
、
介
護
離
職

の
防
止
、
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
、

テレワーク制テレワーク制度度のの
見直し・整備のポイント見直し・整備のポイント
新型コロナウイルスが感染症新型コロナウイルスが感染症
法上の「５類」に移行され、テ法上の「５類」に移行され、テレレ
ワーク実施率が徐々に低下してワーク実施率が徐々に低下して
います。そこで、テレワーク制度います。そこで、テレワーク制度
を整備または終了する場合のを整備または終了する場合の
メメリット・デメリットと、求めらリット・デメリットと、求めら
れる手続きを確認します。れる手続きを確認します。

毎熊社会保険労務士事務所
特定社会保険労務士

毎熊 典子

急遽始めた
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先
進
的
企
業
と
し
て
の
企
業
ブ
ラ
ン
ド

の
向
上
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
多
く
の
企
業
が
人
材
不
足
に

悩
む
な
か
で
、
人
材
の
採
用
・
定
着
の

観
点
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
に
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
東
京

商
工
会
議
所
の
「
中
小
企
業
の
テ
レ
ワ

ー
ク
実
施
状
況
に
関
す
る
調
査
」
に
お

い
て
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
目
的

は
、「
事
業
継
続
性
の
確
保
」
か
ら

「
働
き
方
改
革
の
推
進
」「
人
材
の
採

用
・
確
保
の
た
め
」
へ
と
シ
フ
ト
し
て

い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不

足
、
労
働
生
産
性
の
低
下
、
テ
レ
ワ
ー

ク
環
境
整
備
に
か
か
る
コ
ス
ト
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
の
増
大
、
労
務

管
理
や
人
事
評
価
の
難
し
さ
、
従
業
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
帰
属
意
識
の
低

下
、
部
下
の
育
成
や
業
務
の
引
継
ぎ
の

難
し
さ
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
の

増
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
不
足
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者

の
増
加
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て

い
な
い
企
業
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
意
識
的
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
以
前
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
活
性
化
し
た
、
出
勤
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が
減
り
、
心
身
共

に
健
康
に
な
っ
た
、
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
す
。
労
務
管
理
や
人
事
評
価
の
難

し
さ
も
、
多
く
の
管
理
職
層
が
従
前
か

ら
抱
え
て
い
る
問
題
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

ま
た
、
労
働
生
産
性
や
従
業
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
適
し
た
労
務
管
理

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で

あ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
終
了
に
伴
う

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

テ
レ
ワ
ー
ク
を
終
了
し
、
従
業
員
を

通
常
勤
務
に
戻
す
こ
と
に
よ
り
期
待
さ

れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
社
内
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
的
・
量
的
増
加

や
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
情

報
漏
え
い
リ
ス
ク
の
低
下
、
実
務
研
修

の
効
率
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

他
方
、
テ
レ
ワ
ー
ク
終
了
に
よ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
離
職
率
の
上

昇
、
求
人
応
募
者
の
減
少
、
オ
フ
ィ
ス

賃
料
や
通
勤
・
出
張
・
転
勤
に
か
か
る

コ
ス
ト
の
増
加
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
後

退
、
働
き
方
改
革
の
後
退
、
企
業
ブ
ラ

ン
ド
の
低
下
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

実
際
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
終
了
し
た
途

端
、
従
業
員
が
退
職
し
た
と
い
う
ケ
ー

ス
も
少
な
か
ら
ず
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
活
生
を
対
象
と
し
た
最
近

の
調
査
で
は
、
約
６
割
が
テ
レ
ワ
ー
ク

の
有
無
を
意
識
す
る
と
回
答
し
て
お

り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
働
き
方
の
選

択
肢
の
有
無
が
人
材
の
採
用
・
定
着
に

及
ぼ
す
影
響
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
の

整
備
・
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

ま
ず
、
社
内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
、
自
社
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実

施
状
況
や
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
く
際
の
業

務
面
の
課
題
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
ま
し

ょ
う
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
目
的
を
改
め

て
明
確
に
し
、
目
的
に
合
わ
せ
て
実
施

対
象
者
や
対
象
業
務
の
範
囲
を
見
直
し

ま
す
。

そ
し
て
、
通
常
勤
務
と
変
わ
ら
な
い

生
産
性
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
適
し
た
Ｉ
Ｔ
環

境
・
作
業
環
境
を
整
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク

で
働
く
際
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ル
ー

ル
を
定
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働
く
従
業

員
が
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
労
務

管
理
体
制
の
見
直
し
を
行
な
い
、

社
内
規
程
を
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

✽  

Ｉ
Ｔ
環
境
・
作
業
環
境
の
整
備

社
内
や
従
業
員
の
自
宅
の
通
信
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
と
、
仕
事
が
は
か
ど

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
宅
に
仕
事
を
す
る
の
に
適

し
た
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
、
机
や
椅
子
、

照
明
な
ど
の
物
理
的
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
、
幼
い
子
供
が
い
て
仕
事
に
集
中

で
き
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
生
産

性
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
日

本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会
が
作
成
し
た
「
テ

レ
ワ
ー
ク
関
連
ツ
ー
ル
一
覧
」
に
社
内

シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
式
や
テ
レ

ワ
ー
ク
に
適
し
た
業
務
管
理
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

ツ
ー
ル
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
自

社
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム
方
式
や
テ
レ
ワ

ー
ク
ツ
ー
ル
を
検
討
す
る
際
の
参
考
に

な
り
ま
す
。

作
業
環
境
の
整
備
に
関
し
て
は
、
厚

生
労
働
省
「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
適
切
な
導

入
及
び
実
施
の
推
進
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
テ
レ
ワ
ー
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
の
別
紙
２
「
自
宅
等
に
お
い
て
テ

レ
ワ
ー
ク
を
行
う
際
の
作
業
環
境
を
確

認
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
労

働
者
用
）」
を
活
用
す
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置

し
た
り
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や
コ
ワ
ー
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キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
を
認
め
た
り

す
る
こ
と
も
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る

う
え
で
有
効
で
す
。

✽ �

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ル
ー
ル
の
策
定

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て

は
、
総
務
省
の
発
行
す
る
「
テ
レ
ワ
ー

ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や

「
中
小
企
業
等
担
当
者
向
け
テ
レ
ワ
ー

ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
手
引
き
（
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
）」
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

従
業
員
が
安
心
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を

行
な
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
安
全
を

確
保
で
き
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
方
法

を
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
、
研
修
等
に
よ

り
周
知
・
浸
透
さ
せ
、
組
織
的
対
策
や

人
的
対
策
だ
け
で
は
対
処
し
き
れ
な
い

部
分
に
つ
い
て
は
技
術
的
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

✽ �

労
務
管
理
体
制
の
見
直
し

テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
企
業
で

は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や
、
始

業
・
終
業
時
刻
の
繰
上
げ
・
繰
下
げ
制

度
、
時
間
単
位
の
年
次
有
給
休
暇
制
度

な
ど
、
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る

労
働
時
間
制
を
導
入
す
る
と
こ
ろ
が
増

え
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
「
テ
レ
ワ

ー
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
労
働
時

間
の
管
理
、
安
全
衛
生
管
理
、
業
務
評

価
、
費
用
負
担
、
研
修
・
教
育
な
ど
の

考
え
方
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
、
人
事
評

価
が
課
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
評
価
制
度
を
見
直
し
、
働
く
場
所

に
左
右
さ
れ
な
い
、
公
正
で
納
得
感
の

あ
る
評
価
制
度
を
構
築
・
運
用
す
る
こ

と
が
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
、
生
産
性
の
向
上
や
組
織
の
強
化

を
図
る
う
え
で
重
要
で
す
。

✽ �

規
程
の
整
備

テ
レ
ワ
ー
ク
の
見
直
し
に
伴
い
、
就

業
規
則
の
作
成
・
届
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
る
場
合

は
、
就
業
規
則
の
改
定
が
必
要
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る

場
合
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
規
程
を
策
定
す

る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

規
程
の
主
な
項
目
と
し
て
は
、
①
実

施
目
的
、
②
実
施
対
象
者
、
③
許
可
要

件
・
申
請
手
続
き
、
④
情
報
通
信
機

器
、
⑤
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
⑥
就
業

場
所
、
⑦
就
労
時
間
、
⑧
服
務
規
律
、

⑨
費
用
負
担
、
⑩
連
絡
体
制
、
⑪
教

育
・
研
修
、
⑫
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
（
個
人
が
所
有
す
る
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
業
務
利

用
す
る
こ
と
）
を
認
め
る
場
合
は
、
Ｂ

Ｙ
Ｏ
Ｄ
規
程
を
策
定
し
ま
し
ょ
う
。

規
程
の
主
な
項
目
と
し
て
は
、
①
目

的
、
②
適
用
対
象
者
、
③
適
用
対
象
機

器
、
④
許
可
要
件
・
申
請
手
続
き
、
⑤

遵
守
事
項
、
⑥
善
管
注
意
義
務
、
⑦
監

査
、
⑧
緊
急
時
の
措
置
、
⑨
懲
戒
事

由
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

な
し
崩
し
的
に
行
な
わ
れ
る
Ｂ
Ｙ
Ｏ

Ｄ
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
を

増
大
さ
せ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ワ
ー
ク
終
了
時
の 

手
続
き

テ
レ
ワ
ー
ク
を
終
了
す
る
際
の
手
続

き
は
、
労
働
契
約
や
就
業
規
則
に
テ
レ

ワ
ー
ク
に
関
す
る
定
め
が
な
い
場
合
と

あ
る
場
合
で
異
な
り
ま
す
。

✽ �

テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る 

定
め
が
な
い
場
合

急
遽
テ
レ
ワ
ー
ク
を
始
め
た
企
業
で

は
、
労
働
契
約
や
就
業
規
則
に
テ
レ
ワ

ー
ク
に
関
す
る
定
め
が
な
い
ま
ま
、
業

務
命
令
や
個
々
の
従
業
員
と
の
合
意
に

よ
り
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
た
と

こ
ろ
が
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク

を
終
了
し
て
従
業
員
を
通
常
勤
務
に
復

帰
さ
せ
る
際
も
、
業
務
命
令
や
個
々
の

従
業
員
と
の
合
意
に
よ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
労
働
契
約
に
基
づ
く
命
令

権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
労
働
契
約
法

に
よ
り
濫
用
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
権

利
の
濫
用
に
な
ら
な
い
範
囲
で
行
な
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
個
々
の
従
業
員
と
の
合
意
に

よ
り
変
更
し
た
労
働
条
件
に
つ
い
て
、

合
意
に
よ
り
再
度
変
更
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
配
慮
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
労
働
契
約

法
３
条
の
労
働
契
約
の
原
則
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
（
図
表
１
）。

✽ �

テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る 

定
め
が
あ
る
場
合

テ
レ
ワ
ー
ク
の
終
了
事
由
等
を 

定
め
た
規
定
が
あ
る
場
合

テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
事
項
が
コ
ロ

ナ
禍
前
か
ら
就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
て

い
た
場
合
や
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
で
新
た
に
定
め
た
場
合
で
、
テ
レ
ワ

ー
ク
の
終
了
事
由
や
許
可
取
消
事
由
な

ど
を
定
め
た
規
定
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
規
定
に
基
づ
い
て
通
常
勤
務
へ
の
復

帰
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
終
了
事
由
等
を 

定
め
た
規
定
が
な
い
場
合

テ
レ
ワ
ー
ク
の
終
了
に
関
す
る
規
定

が
な
い
場
合
は
、
個
々
の
従
業
員
と
の

合
意
ま
た
は
就
業
規
則
の
変
更
が
必
要
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で
す
。

就
業
規
則
の
変
更
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー

ク
を
終
了
す
る
場
合
は
、
不
利
益
変
更

に
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
変
更
後
の
就

業
規
則
を
従
業
員
に
周
知
す
る
だ
け
で

な
く
、
就
業
規
則
変
更
後
の
労
働
条
件

が
次
の
ア
か
ら
オ
の
各
事
情
に
照
ら
し

て
、
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

ア
　
従
業
員
が
受
け
る
不
利
益
の
程
度

イ
　
テ
レ
ワ
ー
ク
を
終
了
す
る
必
要
性

ウ
　
テ
レ
ワ
ー
ク
終
了
後
の
労
働
条
件
の

相
当
性

エ
　
労
働
組
合
や
従
業
員
代
表
と
の
交
渉

の
状
況

オ
　
そ
の
他
テ
レ
ワ
ー
ク
終
了
に
か
か
る

事
情

テ
レ
ワ
ー
ク
終
了
に
関
す
る
規
定
例

は
図
表
２
を
参
考
に
す
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

✽  

テ
レ
ワ
ー
ク
を
前
提
に
労
働
契
約
を

締
結
し
た
従
業
員
が
い
る
場
合

テ
レ
ワ
ー
ク
を
前
提
と
し
て
労
働
契

約
を
締
結
し
た
従
業
員
が
い
る
場
合

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
終
了
後
の
労
働
条
件

や
代
替
的
措
置
に
つ
い
て
十
分
に
話
し

合
い
、
合
意
に
基
づ
く
適
切
な
対
応
を

取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
に
向
け
た

テ
レ
ワ
ー
ク
方
針
を

決
定
す
る
際
の
留
意
点

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代

に
は
、
人
材
や
働
き
方
の
多

様
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
欧
州
で

は
、「
在
宅
勤
務
権
」
の
法

制
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
日

本
に
お
い
て
も
育
児
・
介
護

休
業
法
の
改
正
に
よ
り
、
こ

ど
も
が
３
歳
に
な
る
ま
で
の

事
業
主
の
努
力
義
務
と
し

て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
働
き
方

の
選
択
肢
と
し
て
追
加
す
る

こ
と
や
、
３
歳
以
降
小
学
校

就
学
前
ま
で
に
お
い
て
テ
レ

ワ
ー
ク
制
度
を
含
む
柔
軟
な

働
き
方
を
選
択
で
き
る
「
親

と
子
の
た
め
の
選
べ
る
働
き

方
制
度
」
の
創
設
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の
観
点

か
ら
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
働
き
方
の
選

択
肢
の
１
つ
と
し
て
活
用
す
る
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

経
済
に
も
回
復
が
見
ら
れ
る
な
か
、

労
働
者
の
業
務
量
・
労
働
時
間
は
全
体

と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
増
え
る
業

務
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
多
様
な
働
き

方
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
が
始
ま

る
建
設
業
な
ど
で
は
、
労
働
時
間
の
削

減
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
か
、
障
害

者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
雇
用
を
検
討
す
る
企

業
も
増
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
変
化
の
激
し
い
時
代
の
な

か
で
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、
あ
ら
ゆ
る
企

業
に
と
っ
て
市
場
に
お
け
る
競
争
優
位

性
を
維
持
し
続
け
る
た
め
の
重
要
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
業
務
フ
ロ
ー
の
改
善

や
古
い
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
脱
却
、
企
業

風
土
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
社
の
テ
レ
ワ
ー
ク
方
針
を
見
直
す

に
あ
た
っ
て
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施

に
か
か
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
だ

け
で
な
く
、
社
会
的
情
勢
や
働
く
人
の

意
識
の
変
化
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

ま
い
く
ま
の
り
こ　
　
　
　
人
事
・
労
務
に
関
す
る
相
談
や
、
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト
、
社
内
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
働
く
人
を
大
切

に
す
る
企
業
・
経
営
者
の
思
い
を
形
に
す
る
。
著
書
に『
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
』な
ど
。

3月中に多額の利益が発生

図表1　労働契約の原則（労働契約法第３条）

図表2　テレワーク終了に関する規定例

X1年 4月1日 X2年 3月31日

3月中に多額の利益が発生

3月分の
利益に対する
納税の先送り

この期間中に
節税対策が可能

申告・納税

申告・納税 申告・納税

X1年 4月1日 3月31日 4月30日 X3年 2月末日 4月30日X2年 2月末日

5月31日

第３条　労働契約は、労働者及び使用者が対等の立場における合意
に基づいて締結し、又は変更すべきものとする。
２　労働契約は、労働者及び使用者が、就業の実態に応じて、均衡
を考慮しつつ締結し、又は変更すべきものとする。
３　労働契約は、労働者及び使用者が仕事と生活の調和にも配慮
しつつ締結し、又は変更すべきものとする。
４　労働者及び使用者は、労働契約を遵守するとともに、信義に従
い誠実に、権利を行使し、及び義務を履行しなければならない。
５　労働者及び使用者は、労働契約に基づく権利の行使に当たっ
ては、それを濫用することがあってはならない。

第〇条　テレワーク勤務者が次の各号のいずれかに該当した場合、
通常勤務に復帰するものとする。
① テレワーク勤務期間が終了し、期間の更新がないとき
② テレワーク勤務の対象となる業務が終了したとき
③ テレワーク勤務を行なう理由が消滅したとき
④ 通常勤務への復帰を命じられたとき
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